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親性とそれに類似した用語に関する国内文献の検討

－親性の概念明確化に向けて－

美幸橋大 浅野みどり 2)

要 と己
目

従来，親としての役割意識や子どもへの感情，親と子の関係性を表す用語として，「母性jや「父性J

が用いられてきたが，これは性別役割分業観に基づくものである．近年，性別役割分業観にとらわれ

ない用語として「親性」「育児性」「養育性」「養護性J「親（性）準備性」「次世代育成力」が用いられ

るようになった．しかし，それぞれの概念は，不明瞭で、社会の認識は低い．そこで本研究では，「親性j

を親の特性として， 1）人間としての基本的欲求に基づき，すべての人がもっているものである， 2)

女性と男性に共通するものである， 3）自己に対するものと，子どもに対するものとの2方向性で捉え

る， 4）ライフステージとともに発達していくものである，という視点で捉え， f親性」「育児性j「養

育性J「養護性J「親（性）準備性J「次世代育成力」の各用語について圏内の文献から，上記の4つの

視点との共通性や相違点を検討し，親性の概念を， f親性とは，すべての人がもっているものであり，

女性と男性に共通する，自己を愛し，尊重しながら，本丈では他者（子ども）に対しでも慈しみやい

たわりをもっという性質である．ライフステージとともに発達していくものであり，妊娠・出産・育

児期では，子どもに対して保護や育成という能力で発揮される．」と定義した．

キーワード：親性，育児性，養育・養護性，親（性）準備性，次世代育成力

I .はじめに

平成19年の合計特殊出生率はl.341) tなり，前年

1. 32よりもわずかに上昇したが，少子化問題は，

依然として日本社会の基盤に関わる問題である．そ

の背景には，親になることへの不安感や育児に対す

る不安や育児の困難さも関係していると考えられて

いる 2)3）.また，近年増加する児童虐待の原因として，

親としての未熟性や育児不安が挙げられぺ周産期

から密接な関わりを持つ看護職による虐待予防のた

めの早期発見と早期対応の必要性が指摘されてい

る5）.そのためには，「親になることを母親と父親は

どのように受けとめているのかj「親はどのような

過程で親としての満足感を得ているのかj「子育て

1）名古屋大学大学院医学系研究科

2）名古屋大学医学部保健学科

についてどのような不安や困難感を強く感じている

のかjを明らかにすることは，看護の前提としての

対象理解を深め，新たな支援を創出する可能性があ

ると考える．

核家族の増加と女性の社会進出が進み，男女共同

参画社会の実現が求められている現代社会において，

男女が，基本的に相当の権利と責任を果たす存在と

して，公平に社会に位置づけられるという考えのジ、エ

ンダーイクイティ（genderequity) 5lと，女性性（女

らしさ）と男性性（男らしさ）を合わせもつアンド

ロジニー（心理的両性具有：psychologicalandrogyny) 7l 

の視点からも，親となることを男性・女性にも共通

する性質として理解することが重要である．また，

ひとり親家庭やステップファミリーも増加し，多様

化する家族形態の中で性別役割分業観にとらわれな

い親の特性に着目する必要がある．
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親としての認識や感情や能力を表す言葉として，

従来「母性」や「父性」という言葉が用いられてき

たが，これらは家長制度を中心とする歴史的背景を

もち，女性性・男性性という性別役割分業に基づい

た概念である8).しかし 現在社会の子育ての状況

を考えると「母性・父性Jという用語で親としての

特性を捉えることが疑問視され，近年それらに代わ

り，「親性j「育児性j「養育性J「養護性」「親（性）

準備性」「次世代育成力」の新しい用語が使われて

いる．これらは，子育てに関わり，性を問わない親

としての役割意識や子どもへの感情などの特性とい

う共通した意味をもっ用語である川）．しかし，それ

ぞれが様々な学問分野における対象者や使用目的が

異なるものであり，また，概念が不明瞭なものもあ

り，一般社会での共通認識度は低いと考えられる．

そこで，著者らは，親となることを最も的確に表現

し，歴史的にも最も古く，対象者も幅広く，なおか

つ親しみをもっ用語である「親性Jについて着目し，

「親性」の概念を本稿において明らかにしていきた

いと考える．概念を明らかにすることで，性別役割

分業観にとらわれない現在の親の特性理解につなが

り，母親だけではなく父親をも含めた家族に対する

看護支援の示唆を得ることが可能になる．

II. 「母性」［父性」をふまえた「親性jへ

これまで「母性Jや「父性Jは，生物学的性差や

性別役割分業を基盤とした特性と考えられてきた．

広辞苑ωによると「母性とは，女性が母としてもっ

ている性質．また，母たるもの．」「父性とは，父と

してもつ性質．」と表現されている. Deutsch1叶土，

「母性は，社会学的・生物学的感情統ーとしての母

の子に対する関係を示すものである.Jと定義して

いる．「父性」に関して広辞苑以外は明確な定義は

されておらず，「母性Jとの対比における対立的二

元論で語られるか，権威とか権力，あるいは規範性

といった父権的社会における家長のイメージを引き

ずって考えられることが多かった．歴史的に見て，

戦前の我が国の社会では家庭における性別役割分業

が，はっきりした形で確立されており，伝統的に男

性・女性はそれぞれの性に属する役割を規定しそれ

を当然のこととして遂行し，男は仕事，女は家庭と

いう考えが多くの人によって支持されてきた13）.し

かし，核家族化の増加と，女性の社会進出が進む現

代社会において，男女共同参画杜会凶の実現が望ま

れており，ひとり親やステップファミリーの増加に

よる多種な家族形態からも，伝統的性別役割分業観

にとらわれない生き方や子育てを考える必要が訴え

られている．さらに親の特性や個人の親役割観の変

化，子育て能力の研究が進むにつれ，子どもを慈し

む気持ちゃ能力は，女性と男性に共通するものであ

り個人差に還元されるところが大きいことがわかっ

てきた15).そして，子どもを養育する行動や感情の

いずれもが，生物学的性によって生来的・固定的に

決まっているものではなく，どのような立場で子ど

もと接するか，具体的・日常的な世話役割をするか

否かによって規定されるということが明らかにされ，

親の役割意識や感情の差については，その条件分析

的研究として注目されている 16).

これらのことからも「母性」「父性」に代わる，

新しい用語の提言が求められ，性差を問わない，女

性と男性に共通する親役割意識や子どもへの感情を

表現する用語として，「親性j「育児性j「養育性j

「養護性j「親（性）準備性j「次世代育成力jが用

いられている．しかし，それぞれの概念に関しては，

不明瞭な部分が多く，社会的認識としても低いもの

である川．

著者らは，「母性」「父性Jを全否定するのではな

く，母親と父親に共通する親としての役割意識や子

どもへの感情などの特性に着目し「親性jという用語

で捉え，次に概念明確化に向けて基本となる視点に

ついて，考えていくことにした．
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111.著者らが考える「親性」概念の視点

Murray国は，人間の基本的欲求として，養護欲求

が存在することを明らかにし，養護欲求について

「①感情，情緒:憐偶，同情，情け，やさしさ，②

性格特性と態度:養育的，同情的，憐れみ深い，優

しい，母らしい，保護的，援助的，父らしい(温情

的)，めぐみ深い，博愛的，甘い，情けある，慈善

的，やさしい，寛大な，とがめだてしない，寛容，

③行為:不幸なもの，悲しみにあるものに特に気を

くばること，子どもや動物と一緒になって愉しむこ

と，哀れみの情をおこすこと，時間や精力や金を気

前よく使う，ある者が弱さを示すといっそう愛着を

感ずること，涙で心を動かされること.Jという特

徴を述べている.そして，人間は，性別や親である

かどうかを問わず，その欲求に基づき生活し行動し

ている.つまり，人間としてすべての人が，子ども

や弱い人に対して相手を慈しみ愛情をもって接する

という特性がある，と考えられている.

親役割について， Rubin19)やWalkerら20)が母親の

Maternalidentityを，自分自身の概念と児に対する

概念という 2方向で捉えている，父親についても同

様に， Grossmannら2滑油ltonomy(自律'性)とAffi 1 i a t i on 

(親和性)という 2つの要因との関連について述べ

ている.つまり，親としての認識は子どもへの一方

的なものではなく，自分の感情，思考，信念などを

どのように認知しているかの自己への方向性を含む

2方向性で捉えていくことが重要であると述べて

いる.

人間を生涯発達するという視点で捉える生涯発達

理論では，人間の成長過程の中で，妊娠・出産・育

児期以降も親としての役割を獲得して成長するとい

うこと 22)が述べられている.親の特性を捉えるため

には，養育を必要とする子どもの親だけではなく，

高齢者となった親，将来親となる人，不妊問題を抱

える人，片親家族の人等，様々なライフサイクル，

ライフステージにある人をも対象とするべきだと考

える.

これらの先行研究をふまえ，著者らは，親性の概

念を考える上で重要な視点は， 1)人間としての基

本的欲求に基づき，すべての人がもっているもので

ある， 2)女性と男性に共通するものである， 3) 自

己に対するものと，子どもに対するものとの 2方向

性で捉える， 4) ライフステージとともに発達して

いくものである，と考える.

次にこの 4つの視点に着目して，親性の概念の検

討を進めた.

IV.研究方法

1 .研究の目的

「親性Jとそれに類似する用語に関する文献検索

を行い，先に挙げた 4つの視点を重視して「親性J

概念を明らかにすることを目的に，各用語との共通

点・相違点を述べていくこととする.

2. 文献検索

検索については，親と子育てに関連し，性別役割

分業観にとらわれないという共通した意味をもっ

「親性JI育児性JI養育性JI養護性JI親(性)準

備性JI次世代育成力」をキーワードにCiNi i (国立

情報学研究所論文情報ナピゲータ NII Scholarly 

and Academic Information Navigator) と医学中央

雑誌(以下，医中誌)を用いて検索を行った.それ

以外にも，育児に関わる学問分野の書籍から先に挙

げたキーワードについて記載されている文献を追加

することにした.

3.文献検索の結果

CiNi iと医中誌による「親性」の検索結果は，

CiNii97件・医中誌25件， I育児性」は， CiNii 12件・

医中誌10件， I養育性」は， CiNi i 8件・医中誌 4

件， I養護性j は， CiNi i 38件・医中誌 8件， I親

(性)準備性」は， CiNii 27件・医中誌17件， I次世

代育成力jは， CiNi i 28件・医中誌 9件であった.

遺伝学用語として用いられている「親性」の文献と，

抄録と会議録，他の用語との重複文献は削除した.

さらに， CiNi iと医中誌の検索からは検出されなかっ
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たが，上記のキーワードについてその概念が記載さ

れていた書籍を何冊か追加した．その結果，表 1に

示すように，用語では［親性」が31件と最も多く取

りあげられていた．次いで「養護性」が25件であっ

た．多領域の学問分野で子育てに関わる新しい用語

として「親性」に着目していることが分かった．学問

分野別に見ると，看護領域では，「親性」が11件で

最も多く取りあげられ，次いで「育児性」が7件で

あった．特に看護学領域では，妊娠・出産・育児期

の親に密接に関わることから「親性」に強い関心を

もっていると考えられる．

次に，それぞれの用語についての概念と著者らが

考える「親性」概念の 4つの視点との共通点，相違

点について提示していくこととする．

v.結果

1 .用語の検討

「親性」「育児性」「養育性」「養護性」「親（性）

準備性J「次世代育成力jの用語について，文献を

提示した．概念提唱者と年代，文献の種類，各用語

の意味，研究者らが考える「親性」概念の視点との

共通点について表2に示した．本稿では特に概念が

提示されている文献に焦点をあてたため，結果と考

察に挙げた丈献では書籍が多く含まれることとなっ

た．

1 ）「親性］について

歴史的に最も古くから使われている用語である．

概念の変遷についてみると，与謝野晶子2

年にはじめて「親性jという言葉を用い「形と作用

において父と母に分かれていても，親としての精神

は男女同一であって，等しく人間性の表現ですから，

両者を統ーした『人間性表現』もしくは『人間的活

動jとをいう言葉を持って称すべきものと思います．

教育の進歩に由って，唯だ益々それが動物的の親性

から，人間的の親性へ醇化されていくばかりです．」

と述べている．また汐見24）お）は， 1989年に「『父親ら

しさJ『母親らしさ』を強調するよりは．父親も母

親も区別なく，親であることとその立場を自覚し，

その役割を正しく遂行することを強調することが，

より積極的な意味を持ちうるのではないかjという

考えのもと，「父性j「母性」に代わる「親性」とい

う用語を提唱し， 1997年には，「子どもの基本欲求

を上手に満たしてやる愛情，態度，能力が含まれて

いるだけでなく，夫婦でそれをうまく分担する能力

も含まれていると考えてよい.Jと述べている．

糸魚川26）は，「生物的な性にとらわれない親として

の一般的な性質をいう．」とその概念提示をし，さ

らに，「親性の回帰とは，人類の成人が生物的な性

に拘束されていても，その拘束にとらわれずに両性

の行動と役割を担うべき本来的な方向性をいう．ま

た，親性のひとつの要件は繁殖活動であろうが，親

性は実子の保育，保護に限らず，弱い立場の仲間に

たいする保護，攻撃抑制，受容，理解を基盤とすべ

きである.Jと述べている．さらに，「親は，単に子

育てを担う存在だけでなく，同時に一人の女性・男

性としての関心や達成への意欲，動機も持っており，

個人としての発達も生涯発達という視点から見てい

く必要がある．」とも述べている．

谷向幻）は，「『親性』とは，親として育ちゆく命で

ある子どもを慈しみ育もうとする心性であり，性別

や年齢に関係なく，また子の親であるかどうかに限

らず誰もが持つ特性であり，その豊かさは個人差に

よるということである．親になることは人に大きな

変化をもたらす．だれもが親になったときは初心者

で未熟だが，子どもを育てる経験を通して徐々に親

らしさを身につけていくものである．しかし，親性

の発達は親になって始まるものではない．親になる

前から，さらに子どもが一人前になった後も続く．

人間は発生から死に至るまで発達し続けるというの

が生涯発達の考えであるが，親性の発達も生涯にわ

たり続くものなのである．」と述べている．

林2側）も，親の発達を発達段階的に捉えること，

生涯発達の観点から捉えることの必要性を強調し，

ジェンダーフリーの概念としての親性について，

「親が，自分の子どもを養い育てようとする性質と
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表 1.「親性J「育児性J「養育性J「養護性」「親（性）準備性」「次世代育成力」の文献検索結果

用 語
親性 育児性 養育性 養護性 親（性）準備性 次世代育成力
31件 15件 14件 25件 23件 12件

看 護 学 11 7 3 5 2 2 

医 学 6 2 7 。 6 2 

教育学／，心理学 10 5 3 17 9 8 

学問分野
福祉／保育学 1 1 3 4 。
家 政 学 。 。 。 。 。
社 f< 学 。 。 。 1 。
人間 文化 学 。 。 。 。 。
文 化情報学 。 。 。 。 1 。

表 2.「親性」とそれに類似する用語の検討鍵襲撃著者らが考える概念と共通する内容

用語｜年｜提唱者｜種類｜ 視 点 ｜ 意

1921 I与謝野品子｜書 籍｜人間的表現・人間的活動

1卿｜汐見稔幸｜総説／概説｜親であることの自覚と役割を強調

1990 糸魚川直祐 書
籍 生物的な性にとらわれない親としてのー

般的な性質

親 性｜

1998 鮫島雅子 原 著 「親性Jと「育児性Jを区別して提示

2003 I谷向みつえ 書
籍 誰もが持つ特性であり，その豊かさは個

人差による

初 出 ｜ 林昭志｜原 著

育児性
1982 I大日向雅美 1：説／概雪機機畿鱗機購見点

1998 I鮫島雅子 原 著 「親性Jと「育児性jを区別

養育性I1998 I松岡 恵 書
籍 対人関係の基本的な能力を基礎

他者へ共感的理解

発達途上にある対象に，栄養・支援・励ましなどを与

養護性I1蜘｜小嶋秀夫｜喜
著

えることを通じて，その発達を促進させる．自分より

籍
も幼い子に限らず老人や落胆している人，ペットや植
物をかわいがったり，世話をしたり，力になろうとす
る気持ち．

親（性）
1983 

岩田 崇
原 著 プレ親期（青年期）の重要性

｜望ましい親行動の遂行に必要な，プレ親期における，
準備性 井上義郎ら 価値的・心理的態度や行動的・知識的側面の準備状態

次世代
種としてのヒトが各社会単位ないしは、

育成力
1991 原ひろ子 書 籍 種全体として次世代を育てていく能力確

して定義される.Jと述べている．

2）「育児性jについて

保の重要性を強調

大日向3的31）が従来の「母性・父性」に代わる性差

を超えて子どもを育むという視点、を大切にする概念

として「育児性Jを提唱しており，「育児が性役割

分担や父性・母性にかかわる既成の価値にとらわれ

ることなく，各自の個性と相手の人格とを尊重した

男女（夫婦）関係のもとで，新しい家族の誕生を迎

えることが望ましい．」と述べている．

鮫島町立，「親性Jと「育児性Jを区別して考えて

おり，「『親性』は，生物学的性差を認めた上で，両

性ともに，親となることによる発達する個人の人格

的特性．『育児性』は，生物的性差を問わず，個人

の育児能力を統合するもの．そして，親から子ども

へ方向’性のある概念.Jと規定している．

3）「養育性」について

松岡お）は，「子どもに対する養育行動や養育態度な

どは母親と父親に共通の概念としてとらえており，

『他者への共感的理解』という，親になる以前に形

成される対人関係の基本的な能力を基礎として，妊
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娠・分娩・育児の経験を通じて発達する.Jと述べ

ている．

4）「養護性」について

小嶋山5）は，［動調“nurturance”には，発達途上

にある対象に，栄養・支援・励ましなどを与えるこ

とを通じて，その発達を促進させるという意味があ

る．そのような行動・構えに慈しみ育む心と技能が

あるという考えで『養護性』と表現している．発展

途上にある対象として，代表的には子どもが考えら

れているが，障害をもっ人や老人，さらには一時的

にその有能性を失っている状態にある人々（疲れて

いる大人，落胆して元気を失った人など）や，動植

物も含められる．そして養護性は，養育者としての

成人だけがもつのではなくて，幼児期からそれを発

達させていくものと考えられる．」と述べている．

養護性を育む要因として，小嶋は，「年齢，性別，

子ども時代の母親との聞に形成された愛着関係（兄

弟・仲間関係などの）対人関係，性別役割観，（幼

い子ども，老人，病人，障がいをもっ人々，動植物

との接触経験などの）養護経験など」を挙げている．

5）「親（性）準備性」について

岩田ら36）と井上ら幻）が，「『親準備性』とは，望ま

しい親行動の遂行に必要な，プレ親期（青年期）に

おける，価値的・心理的態度や，行動的・知識的側

面の準備状態を意味している.Jと定義している．

そして，「具体的には，望ましい結婚生活と育児行

動を成立・維持させるような，異性観，結婚観，性

役割観にはじまり，子どもの受け入れに関わる態度

（親としてのアイデンティテイの準備状態），健康な

子ども・親や育児知識や技能の習得度など，多くの

領域から構成されるJと述べている．

井上ら四）は，さらに「親準備性の形成に影響を与

える要因として，①再親から愛されたという記憶で

占められている子ども時代，②心理的安定感のある

家庭で育った体験，③親が同一化の対象たり得てい

ること， CI健康な異性への関心と対異性行動の存在，

⑤安定した性役割感と性役割の受容jを挙げている．

井上らは，その研究の中で，若い世代に健康な親行

動を育み出そうとするなら，まずその親たちが子ど

もにとって安定した温かい家庭を築き，その中で十

分な子育てをしていくことの重要性を示唆している．

6）「次世代育成力」について

原39）は，種としてのヒトが各社会単位，ないしは

種全体として次世代を育てていく能力確保という意

味で，次世代育成力という用語を提言している．そ

して，「『男性による』とか『女性による』という対

立を超えて，人々が共に考え，共に尊重し合いなが

ら，次世代へものごとを引き継ついでいくという願

いがこめられていて，家族を超えた人と人との幹の

中で子どもが育つという現象も含まれる．世代から

世代への継承に際して，男であるか女であるかが状

況への参加に対する決定的分かれ目になるといった

ことのない社会を構築しつつ，ヒトが一人ひとり自

らの心とからだを大切にしていきたいとの願いをこ

めたい.Jと述べている．

VI.考 察

1 .各用語の概念の特徴と著者らが考える親性の概

念視点との共通点・相違点

「親性」の概念については，与謝野晶子が1921年

に，親としての精神は同一であるという観点から人

間性の表現と述べていることは非常に興味深い．ま

た，汐見と糸魚川は，親であることとその立場の理

解という親役割観の認識の重要性を述べていること

は，親としての理解を深める上で重要なキーワード

になると考える．谷向は，「親性」を，親として子

どもに対して慈しみ育もうとする特性として捉えて

いることと，性別や年齢に関係なく，子の親である

かどうかに限らないとする点は，現在の多様化する

家族形態や育児支援の現状を考えると理解しやすい．

「親性jの概念の構成要素として親役割観だけでは

なく，子どもへの感情や認識も考えていく必要があ

るというこれらの点は筆者らが考える「親性j概念

の3）の視点と共通する．

さらに，谷向と林が述べているように，親をひと
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りの人間として生涯発達の観点から捉え，人間の能

力の一方向の進歩・向上・獲得を示す変化だけでは

なく，親としての成長は，停滞や退歩も含みながら

変化していく発達として捉えていくことが重要であ

るという点は著者らが考える親性概念の 4）の視点

と共通する．

「育児性」の概念については，大日向の性差を超

えて子どもを育むという視点は， Iタ見や糸魚川，谷

向らの「親性jの概念提示と共通する内容であるが，

その用語のとおり，育児期に焦点があてられたもの

であり，育児期以降の親としての特性を含むことに

限界がある．著者らが提唱する「親性」という用語

は，子どもの年齢に制限されない親の特性を捉える

ことができると考える．

「養育性」「養護性」の概念については，養育，

養護する対象者への共感性と理解に焦点があてられ

ており，妊娠・出産・育児の経験を通じて発達する

という特性について述べていることは他の用語の概

念に追随し，著者らが考える親性概念の 4）の視点

とも共通する．また，養護性については，誰でももっ

ているものであり，対象となる人は，子どもだけで

はないという点は，人間の基本的欲求を根底とする

考えであり，著者らが考える親性概念の 1）の視点

と共通すると考える．

「親（性）準備性jの概念については，青年期を

対象として，親役割獲得以前の価値観や心理・行動・

知識的側面の準備状態について述べられているが，

これは「養護性」の誰もがもっ特性と共通するもの

である．

「次世代育成力」の概念については，次世代の

育成について，個人や家族の特性と責任に頼るの

ではなく，社会全体の能力としての捉え方が特徴

となる． これは， Eriksonが提唱する「世代性

(generativi ty）」 4刷 1)の概念にも共通する内容である

と考える．つまり個人の自我を超える世代間の連闘

をも問題にしているということである．この用語は

社会的支援に関わる世代のつながりに着目しており，

個人の成長・発達としての特性を表す他の用語とは

焦点とするレベルが異なると考える．

2.親性概念と明確化の意義

これらのことをふまえ，筆者らは親性の概念を，

「親性とは，すべての人がもっているものであり，

女性と男性に共通する，自己を愛し，尊重しながら，

他者（子ども）に対しでも慈しみやいたわりをもっ

という性質である．ライフステージとともに発達し

ていくものであり，妊娠・出産・育児期では，子ど

もに対して保護や育成という能力で発揮される．」

と定義した．父親は，妊娠・出産を直接的に体験す

るわけではないが，妊娠期・出産期・育児期の全期

を通じて妻と子どもをいたわり，子どもの保護と育

成についても親としての役割を担い，その能力を十

分発揮できると考える．

VII.今後の研究の可能性と意義

今後は，各ライフステージの親性を把握するため

に，親性の構成概念の提示と尺度の開発により，親

理解が深まり，看護支援の方向性を示唆することが

可能であると考える．例えば妊娠・出産・育児期の

親性の変化を捉えることで，親になることの過程を

把握することができ，どの時期にどのような看護支

援が必要となるのか明らかにすることができる．

さらに，病気や障害をもっ子どもの親，ステップ

ファミリーの親，ひとり親など様々な問題を抱える

親の「親性」を把握することで，家族に対する具体

的な看護支援を提示できると考える．

明｜｜．結論

伝統的性別役割分業観に基づく「母性・父性」をふ

まえた，女性にも男性にも共通する親役割観や子ど

もへの感情を含む特性を表す用語として著者らは

「親性」に着目し， 1 ）人間としての基本的欲求に基

づき，すべての人がもっているものである， 2）女

性と男性に共通するものである， 3）自己に対する

ものと，子どもに対するものとの 2方向性で捉える，
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4）ライフステージとともに発達していくものであ

る， という 4つの視点をもち，「親性J「育児性」

「養育性J「養護性J「親（性）準備性J「次世代育成

力」について国内の文献検討を行い，親性概念 を 提

示した．そして，「 親性 とは ，す べて の人 がもって

いるものであり，女性と男性に共通する，自己を愛

し，尊重しながら，他者（子ども）に対しても慈し

みやいたわりをもっという性質である．ライフステー

ジとともに発達していくものであり，妊娠・出産・

育児期では，子ども に対 して 保護 や育 成と いう能力

で発揮される．」と定義した．
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The words“motherhood" and“fatherhood" have tradi tionally been used to express parental mental states 

such as role awareness as a parent， and parental feelings to children. These words have also been used to 

express the relat ionship between a parent and a chi ld. However， these terms are based on gender. More 

recently， gender-free terms such as“parenthood (oyasei)" ，“parenting (ikuj isei)" ，“nurturance (youikusei， 

or yougosei)" ，“pro-parenthood (oYajyunbisei)" ，“next generation upbringing (jisedaiikuseiryoku)" have 

begun to be used. These terms also suffer， however， from being appl icable only to be unclear in meaning. 

Thus， the concepts of these words have not been widely accepted unti 1 now. In order to establ ish a general ized， 

gender-free concept of the “'parenthood (oyase i)" ， we invest igated the usage of above terms in the 1 i terature 

published in Japan. Accordingly， we propose that、arenthood(oyasei)" be def ined based on i ts following 

characteristics.Parenthood is based on a basic desire as a hllIDan being that any individual possesses. 

Parenthood is common to females and males. Parenthood is bi-directional love and respect， both towards the 

parent oneself and towards its child.Parenthood develops as the life stages proceed. In the context of the 

pregnancy/the delivery/the child care period， parenthood is achieved by a pare，nt's ability to protect and 

raise its children. 




